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Leisure in Later Life 

JOHN R. Kelly PH. D. 

Aging iC関するさまざまな社会学的研究がなされて

はいるものの，レジャーについてのそれはまだまだ少

い。しかし，多くの新しい視点からの研究がはじまり

つつあることも事実である。その一つに， Agingを単

なるdeteriorationとみるのではなく， development と

して，また「人生の余った時間」とみるのではなく「人

生のCulminationJとして，あるいは，仕事からのre-

tlreというよりは，さまざ、まなことがらのできるoppr・

tJmityとしてとらえようとする視点からの研究がある。

これから行おうとする分析は，上述の研究をすすめ

るための，基本的な一つの考え方の概略にすぎない。

それは，レジャーについて，1その社会的役割やその

存在価値は，人生のある時期においてのみクローズア

ップされるのではなく，人生のどの時期においても重

要であるJという仮定から出発し「レジャーを，余っ

たものとしてではなく，人生における中心的ことがら

としてとらえようJとする考え方に立脚する。

そのために，まずはじめに，レジャーをどう定義す

るかに触れ，ついで，高齢化社会におけるレジャーの

役割を研究するためのモデルとして，官官 RoleIden-

tity Modelを紹介し，それが，どのように，老後のレ

ジャーの重要性を理解するための基本となるかについ

て考え，さらに，人生を集大成していく時期としての

Culmination におけるテーマについて若干の考察を試

みたい。

Leisure and the Life Course 

老後のレジャーは， r余ったもの」か「重要なものJか

*本稿は第12回学会大会での講演をまとめたものである。

という論争は，レジャーを，どう定義するかというこ

とと関係する。

多くの人々が，さまざまな， レジャーの定義をして

いるが，乙こでは，いくつかの重要と恩われる乙とが

らについて考えてみたい。

まず， Freedomという乙とについてである。乙れは

アリストテレスの時代から，ずっと継続している定義

領域であり，もし選択の自由がなくなった時，レジャ

ーは，レジャーでなくなってしまう。

つぎは， Socialという乙とについてで、ある。

レジャーは，個々人の内面的領域と関係ある乙とが

らであると同時に，社会的なことがらでもある。レジ

ャーは，それ自体で社会的機能をもつのみではなく，

その目的によって次々と形づくられていく存在でもあ

る。そうした点から，レジャーは，文化や，社会シス

テムの存在の意味から多元的であるが，全体としては，

その社会システムのいずれの機関からも決定はされな

い。行為者によって，それは選択されるのである。

しかし，選択は，個々のさまざまなことがらとの関

係の中で行われるのであろうから，新たに， レジャー

は，どのように選択されるのかという乙とが問題とな

ってくる。

それを説明する有力な手がかりとして，次の三つの

要因があげられよう。第一は，レジャーはそれ自身の

ために意味があるのであって，他の満足のための手段

ではないとする， Intrinsic -Satisfactionである。また第

こには，レジャーのもつ自由さは，自我の試みと達成

にとって重要な機会となるとするSelf-Developmentで、
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ある。第三は，レジャーは，より親密な人間関係が認

識される基本的集団を発足させたり発展させたりする

とする Social-Bondingである。

こうしたアプローチからでてくる定義は，決して複

雑ではない。

レジャーは，純粋lζ心的状態であるというよりはむ

しろ doingSomethingをさすと考えられよう。また，

その定義は，経験的な要因と社会的要因とを結合して

おり，さらに，選択のFreedomばかりでなく， Intrin-

sic -Setisfactionや， Self -DevelopmentやSocial-Bon-

dingについて，それを含んでいるか，あるいは了解し

ていると考えられる。

C. Gordonは， rレジャーは，手段的なテー?を越え

てその中lζ意味をこめた自由に選択できる個人的活動

として行為の面から概念化できるJlとしているし， K.

Roberts は， rレジャーは，比較的自己決定されるnon-

work な活動J2と定義し，私自身は， rレジャーは，主

として，それ自身のために選ばれる活動J3と定義して

いる。

これらの定義のいずれもが，レジャーは二次的であ

り，より重要な人生の他の要因によって決定づけられ

るという考え方に対し，否定した見解をとっている。

レジャーは満たされるための空白な時間ではなく，ま

さに，さまざまな社会的な力，機会，制限などのまっ

ただ‘中において選択される活動であろう。

レジャーが，乙のように定義された時， レジャーと

して非常に緊張した活動とともに，/誰からも指図を受

けない，リラクゼーションの活動の両方が存在する乙

とになる。つまり，自分自らや，様々な用具や材料を

使つての，非常に高いinvestmentのためと，時閣をう

めることの二つの面が存在するのである。

と乙ろで，人生におけるレジャーの重要性について

考える時，人生のそれぞれの時期においてレジャーが

めざす万向性と，レジャーの中身とが変化したり，あ

るいは継続したりするという事実を理解することが必

要となってくる。

レジャーの変化は，年令の変化と関連して起る Re-

sourses， Opportunities， Role -ExpectationやSelιDe-

finitionの変化などの一連の乙とがらと大いに関係があ

る。さらに， レジャーは新しいIdentitiesを確認したり

Self-Definitionを適応させる乙とを求めたりするため

の重要な場を用意することになるかもしれない。

我々が，レジャーを理解するためや，老後のadap-

tations I乙関して，百leRole-Identity Modelの可能性

を試そうとするのは，こうしたみかたに基づくもので

ある。

n The Role Identity Model 

たぶん，社会現象を説明しようとするためのどんな

アプローチでも，全てがあやまりであるようなものは

ない。それぞれのモテ、ルが長所を持っと同時に短所を

持っていることは言うまでもない。

従来，しばしば使われてきた官leActivity Model 

などを検討したが，老後におけるレジャーを理解する

ためには，そのいずれもが不十分であった。

そ乙で，行為者のもつ目的や，社会化の要因，環境

との関係や， Id巴ntitiesを獲得していく仕方など，レジ

ャーと，それに関わるさまざまなことがらの両方の複

雑さを包含するような過度に単純化したモデルをつく

る必要があると考え，これから述べるような，官leRole 

Identity Modelを考えた。

われわれの社会は，その社会制度そのものに，調和

のとれた役割や期待がある。また，そこに生活する人

自身も，自分自身の役割を定義づけたり，再定義して

いる。つまり，社会I乙生きている人々は，社会制度の

中iζ，自分のSocialIdentitiesを持つような地位を有

していたり，あるいは，自分からも，自分の役割をど

う演ずるかを決めるようなPersonalIdentitiesを有し

ている。自分の役割を演ずるということは，一般的iζ

思い浮かぶ，その役割に対する期待を演ずることとと

もに，一歩すすめた，その役割をどのように演ずるか

という演出をも含むことになろう o

McCallと， SimmonsIとよれば， Role Identitiesとは

まさに乙のことであり，役割の中に，自分自身を，と

のように定義するかという乙とである。

人は，一生を通じて役割が変化するばかりでなく，

我々の役割における Identitiesもまた変化する。学生時

代の役割，結婚しての役割，親としての役割などの変

化とともに，友だちとして，仕事仲間として，あるい

は，スポーツ参加者などとして，一人の人聞が，さま

ざまな場面で役割を期待され，その役割が再定義され

てL、く。人生にとって基本的な乙とがらは，様々な変

化lと応じて，いかに， Role -Identitiesを獲得するかに

あると言えよう。

高令者が直面するであろう停年は，仕事の役割の変

化を生むだろうし，親としての役割は，子供が育ちあ

がった時に大きな変化が生ずるであろう。

乙うした変化Ii::，レジャーはどう関係するのであろ



うか。その変化と同一ではないだろうが，また，離れ

もしない。レジャーは，生活という織りものの中でく

りひろげられる，役割と， Identi tiesの「織り万JK関

係してくる乙とがらと考えられる。

恒leRole Identity Modelは，人生を通して，継続と

変化の両面を想定している。

ところで，ライフコースの分け方には，さまざまな

方法があるが，乙乙では，人生を大きく三つの時期lζ

分ける方法をとりたい。その三期とは， Preparation， 

EstablishingとCulminationである。 Preparationの

時期は，人生の準備期として親から学んだり，教師や

友人から学んだりする時期である。第二期の Establi-

shingは，一人の人間として十分一人だちし，家族を養

い，社会的な地位を獲得したりする時期である。また

第三期のCulminationは，それまでの生き方を，ある

まとまったものに集大成していく時期ととらえる乙と

もできょう。もちろん，こうした分け方は，あくまで

も一応の区分であって，個人によってその移行時期lζ

差があることは言うまでもない。

さて，以降，われわれは，人生における第三の時期

つまり， Culmination について検討しよう。その目的

は，老後の発達ということがらにおいて，レジャーが

どのような役割を果たし得るかという可能性を検討す

る乙とにある。

m Culmination 

大部分の生活が，過去のものとなり，未来lζ限りが

あると認識された人生の最後の時期をCulmination

Periodと呼ぶ。

乙の時期は，今までずっと望んできたことがらに対

して自分を投資することや，社会1<:対する自分の役割

など，さまざまなことがらが，しだいに低下してくる

時期である。ある者は，これからの生活に対し，恐れ

たり，悲しんだりするかもしれない。しかし，また，

自分のおかれた状況を受け入れ，正しく認識して，自

分の一生を意味あるものにまとめあげるために，過去

の乙とがらをも含め，さまざまな乙とを，首尾一貫し

たものに統合しようとする者もいる。西暦 2，000年lと

なっても高齢者にとっては，収入の低下，仕事におけ

る役割の低下，親としての役割の低下など，多くの乙

とがらが低下していくと考えられようが，それらの内

容は，今日のそれとは異るものと予想できる。平均余

命も，教育程度も収入も，今よりは高くなるであろう

し，総人口iζ占める高齢者の割合いも多くなるであろ
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う。しかし，その時代でも，やはり老人達は死と相対

していかなくてはなるまい。そして，やはり一個人とし

て，いかに自分を統合するか，あるいは，どのように

社会的に適応するかという乙とのための方法を追い求

める努力が続けられるであろう。こうした状況の中で

老人達にとっては，いかに独立を維持していくかとい

う乙とと，どのように自分自身の方向づけをするかと

いう乙とが，中心テーマとなろう。もちろん，そのた

めには，適当な健康と，経済的裏付けとが，大前提と

なる乙とは言うまでもない。

人生の，どの段階でもそうであるが，特にこのC叫-

minationの時期で重要な乙とがらは，自分自身で，自

分は役l乙立つ，価値ある人間であると感じとり続ける

ことであるo 乙の乙とは，その人が果してきた仕事の

役割，その人のもつ経歴，経済的なことがら，社会的

達成や適応の程度や満足度の他，高齢者が抱いている

文化的評価や，レジャーにおける満足度などと大きく

かかわってくることがらであろう。

これらの乙とがらを考える際には，当然， Work 

IdentitiesやFamilyIdentities にも触れる必要がある

のだが，時間の都合上， Leisure Identitiesのみについ

て，乙乙では考える乙ととしたい。

レジャーが，残された人生lζ対して意味をもってい

たり，やりがいのある乙とを与えたりするような，

Identitiesの中心となっている人はどのくらいいるだろ

つ。

もちろん，レジャー産業が提供している機会を利用

して，活動それ自体に満足したり，また，目的をもっ

て継続的に発展していくような活動を実際に行ってい

る人はいる。しかしながら，多くの人にとっては，レ

ジャーは単Iζ生活のー断面であったり，家族のきずな

を匝くするための一手段であったりしている。

現実はそうであるが，しかし高齢者にとってレジ

ャーは，それ自身意味をもっ活動であるという以上に，

その活動を通して， Identitiesが表現されていく活動と

とらえる乙とができょう。高齢期において，レジャー

は，徐々に何かをやりとげているという自己概念や，

学び，成長，個人の投資，自己表現などに対する満足

感を生みだす， Role Identitiesを発達させるための機

会を与えてくれる。

高齢者のレジャーは，その行為者が，すでに，十分

その活動を満足できるだけの基礎を持っていたり，そ

の活動が，集団で行われる時に，長く継続されるよう

である。またレジャーは，今まで経験した乙とのない
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新しい乙と，あるいは，それまでやってみょうかと感

じてはいたが実際には行われていなかった活動をはじ

めるためのチャンスを提供してくれる。老後の生活に

おいて，経済的ことがら等で，レジャー活動が制限さ

れることは否定できないが，レジャー以外の多くの役

割が，行き場を失っているような状況の中で，レジャ

ーは，生活のスタイルやパターンを再び組織できるよ

うな特別な空間であることができる。少くとも， レジ

ャーと高齢者の社会的適応は非常に密接なそして重要

な関係にあると言えよう。またレジャーは，交友関係

がはじまり，発展し，拡大していく社会的空間でもあ

る。とくに家族的で，インフォーマルで，そして活動

を基本とした組織は，最も一般的なそうした空間であ

ろう。

と乙ろで，高齢者のレジャーについて，さまざまな

異った活動をする乙とが，レジャーにおける満足に貢

献するだろうとする以前の仮説は，役lζ立たない乙と

が，わかってきた。それよりはむしろ，数は多くなく

とも，より深く，より熱心に，その活動IC打ち込める

かどうかが，大きな満足を得ることができるかどうか

に関係してくると考えられる。乙のととは，レジャー

を考える際，重要な問題である。活動の種類よりは，

その活動に対する取り組み方の程度を測定する乙との

万が，重要ではあるまいか。

N Themes of the Culmination Period 

乙の時期において問題となるテーマは，過去の人生

を振りかえっての再評価と，今後の新しい生活を整理

し，発展させ集大成していくことにある。

死というさける乙とのできない枠組みや，人のもつ

可能性に対する制限のような，さまざまな制限が前提

として存在する中で，乙れらの制限を認識して，それ

が何を意味するか，そして，どのように生きたら生涯

は威厳をもって完全なものにする乙とができるのかと

いう ζとを聞い続けねばならない。たとえ，過去への

評価が強烈な，そして精神的いたでとなるようであっ

ても，さらに自分自身を成長させ，発展させていくた

めには，さまざまな生活の糸を選りわけたり，それら

の糸を再び織ったりするととが要求される。

ある者は，家や，家族としての役割IC，老後の生活

の中心を置乙うとするかもしれない。また，ある者に

とっては， レジャーに，人生の意味や，達成すること

の喜びを求めるための最適空間としての価値を見い出

すかもしれない。いずれのケースでも，彼らの残りの

可能性や投資についての再評価が，そ乙lとはあるだろ

うし，また，さまざまな形での再方向づけがなされよ

つ。

もちろん，今日の社会では，これらの評価や，再方

向づけ以前lζ解決されねばならない健康問題や，経済

的問題が存在していることは認識しておかねばならな

L、。
Culminationの目的は，誠実と，信頼性とをもった

生活にある。そして，それを達成するための機会は，

以前のRoleIdentitiesや，欲求を評価し，さらに新し

いIdentitiesや，それらの中身を再構成するに至るまで

の十分な自由の中にあると考えられよう。そして，レ

ジャーは，乙の再構成していくプロセスに重要な貢献

をするにちがいないと恩うのである。

しかし，現実には，こうした積極的な姿勢で老後を

生きる人ばかりではない。老後の貯えや，資源iこ不足

している人にとっては，老後は自分の生活が分解して

しまう時期にもなりかねない。老後は，可能性を追求

できる機会であると同時に，大きなリスクを伴う機会

でもある。

レジャーを研究しようとするわれわれにとって，こ

れらの乙とがらを，いかに深く検討できるか，さらに

歴史の中に生きる人間として，どのように変化してい

くのか，愛をもって，みきわめる必要があるだろう。

高齢者のレジャーを，どのような方向に導く必要

があるかを真剣に討議する時期IC，遭遇しているとい

えよう。
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